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2019201920192019年はじまりにあたり年はじまりにあたり年はじまりにあたり年はじまりにあたり    
新年明けましておめでとうございます。平成最後の年

明けを迎え、皆様方のご健勝とご多幸をお祈り申し上

げます。 

多発する豪雨災害、真実異常な猛暑、連続で襲来

する大型台風、頻発する地震と、日本の自然はかつて

のような優しさと穏やかさがなくなりつつあると感じており

ます。地元の岐阜県、富山県においても、ハウスの倒

壊、破損が多発し、稲作も公表よりは収量、品質とも悪

く、畑作物や果樹においても多大な被害が発生しまし

た。特にハウス被害の復旧では、部材の確保、施工人

財の確保に苦労し、ご迷惑をかけている状況ですが、

全力をあげて対応させていただきます。今年の天候も

気になりますが、猛暑、台風の襲来は不可抗力の当た

り前のものとして、それに適応し、協調できる栽培方法

や資材のご提案に力を入れていきたいと思っておりま

す。 

さて、業界においては、「農業競争力強化支援法」

が施行され、生産資材価格の低減化、見える化の具

体的政策がとられ、全農の自己改革、広域物流構想

が動き出し、更なる農協合併等も論じられております。

「農薬取締法」の改正においては、農薬の再評価制度

の導入や、使用時の安全性の更なる確保、ジェネリッ

ク開発等が盛り込まれ、現場では、リスクとベネフィット

の兼ね合いにおいて、対応に混乱をきたすものと思わ

れます。農薬メーカーにおいては、バイエルのモンサン

ト買収、ダウデュポンの合併によるコルテバの誕生、そ

れらに伴う剤の移動で BASF や FMC での取扱品目の

増加、日本における流通にも大きな影響が出てくるもの

と思われます。また、UPL によるアリスタの買収や日本

曹達のゾエティス農薬部門の買収等、ジェネリックメー

カーの動きや日本メーカーの動きにも注目です。 

時代の流れは、５つのキーワードによって進化すると

言われております。最初は「Want」の必需品の確保から

始まり、「More」もっとたくさん欲しいという量的な欲求、

次には「Better」のより良い

もの、質の高い商品への

欲求、そして「Different」

の人とは異なるもの、自分

の個性にあったものへの欲

求、そして成熟社会になる

につれて「Less」の必要以

上のものは省く欲求、モノ

でなくデジタルでの置き換

え等の簡素化や心の癒しが求められる時代となります。

日本社会も高齢化、少子化と成熟社会になるにつれて、

モノから心の時代に変化していくものと思われます。

我々の携わる農業は、農産物という必需品の生産を担

っている業界ですが、時代の流れや消費者のニーズに

あわせ、「安全な農産物の確保」は当たり前のこととして、

「量の確保する農業」なのか、「高品質の農産物の生

産」なのか、人とは違う「ブランド農産物」の生産なのか、

「いかに効率よく生産するシステム」の構築なのか、「デ

ジタル農業への取り組み」なのか、お客様の目指す農

業へのご支援をすることが大切と思っております。皆様

の思いをお聞かせいただき、心を通わせていただけれ

ば幸いです。 

今年のキーワードは「見える化」です。お客様に対し

ても、仕入先様に対しても、何を貢献しているのか、山

正の付加価値は何か、眼に見える形で成果をご提示、

ご提供する努力を、社員一同で一所懸命に行わせて

いただきます。 

本年は、ドローン＋αの機能としてのリモートセンシ

ングのご提案と、農福連携分野や稲作＋αの栽培とし

ての簡易式野菜栽培セット（トマトローゼシステム）のご

提案をしていきます。 

本年もよろしくお願いします。 

 

２０１９年１月  

株式会社 山正 

代表取締役 堅田充宏 
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第４回「飛騨農の会」、平成第４回「飛騨農の会」、平成第４回「飛騨農の会」、平成第４回「飛騨農の会」、平成 30303030 年度富山「営農友の年度富山「営農友の年度富山「営農友の年度富山「営農友の

会」開催会」開催会」開催会」開催    
さる平成３０年１１月１５日に、今回で第４回目となる「飛騨農の会」をひだホテルプラザにて開催いたしました。当

日は総勢２５０名を超えるお客様にご来場いただき、大変活気あふれる会になりました。特に今年は台風での被害

が多く、渡辺パイプによる「風雪に強いハウス」の講演や、仕入先メーカー様からは台風対策関連商品のご紹介

をさせていただきました。また、夏の猛暑対策としての商品もいくつかご紹介させていただき、関心を持っていただ

きました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

また平成３０年１１月１９日には、富山市の ANA クラウンプラザホテルにおいて営農友の会を開催しました。例年

は年明け１月末から２月の開催ですが、本年は収穫直後１１月の開催としましたが、主要なお客様をはじめ、協賛メ

ーカー・スタッフ総勢約１００名の参加を得られました。例年通り、弊社の中井社員から、出展メーカー様のご紹介

をさせていただき、名畑顧問からは本年度の展示圃試験の結果報告を行いました。今年は新たな特別講演とし

て、簡易式野菜栽培システム「トマトローゼ」のご紹介を、システム開発した大分の㈱ヘリックスの久保先生をお

招きして行いました。久保先生が栽培したトマトの試食会も好評でした。穀物以外での農産物栽培の取り組みに

興味を持たれているお客様からは多くの質疑がよせられました。山正では、このシステムを利用して、トマトだけで

なく、葉物野菜（ほうれん草等）の栽培が出来る改良版も発売しておりますので、水耕栽培システムにご興味のあ

る方はお問い合わせください。 
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